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全
長
７
０
０

　
理
化
学
研
究
所
播
磨
研
究

所
の
Ｘ
線
自
由
電
子
レ
ー
ザ

ー

Ｘ
Ｆ
Ｅ
Ｌ

施
設
「
Ｓ

Ａ
Ｃ
Ｌ
Ａ
」

兵
庫
県
佐
用

町

は
、
原
子
や
分
子
の
瞬

間
的
な
動
き
を
直
接
観
察
す

る
こ
と
を
可
能
に
す
る

夢

の
光

を
利
用
し
た
研
究
施

設
だ
。
世
界
最
短
の
波
長
で

極
め
て
強
度
の
高
い
Ｘ
線
レ

ー
ザ
ー
を
発
振
で
き
る
。
波

長
が
短
い
光
を
使
う
ほ
ど
、

対
象
物
を
細
か
く
観
察
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
物
質
を
原

子
・
分
子
レ
ベ
ル
で
詳
細
に

観
察
で
き
れ
ば
、
新
た
な
物

質
を
生
み
出
す
こ
と
に
つ
な

が
る
。
医
薬
品
や
材
料
の
開

発
な
ど
幅
広
い
分
野
で
役
立

つ
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

　
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ａ
と
い
う
名
称

は
、
Ｓ
Ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
―
８
　

Ａ
ｎ
ｇ
ｓ
ｔ
ｒ
ｏ
ｍ
　
Ｃ
ｏ

ｍ
ｐ
ａ
ｃ
ｔ
　
ｆ
ｒ
ｅ
ｅ
　

ｅ
ｌ
ｅ
ｃ
ｔ
ｒ
ｏ
ｎ
　
Ｌ
Ａ

ｓ
ｅ
ｒ
の
略
。
そ
の
名
の
通

り
、
大
型
放
射
光
施
設
「
ス

プ
リ
ン
グ
８
」
に
隣
接
し
て

お
り
、
一
部
設
備
を
共
有
し

て
い
る
。

　
ス
プ
リ
ン
グ
８
は
世
界
で

最
も
強
い
Ｘ
線
光
源
で
、
こ

れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
原
子
や
分
子
の
振
る
舞
い

を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

１
９
９
７
年
の
供
用
開
始
以

来
、
新
材
料
の
開
発
や
光
合

成
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明
な
ど

さ
ま
ざ
ま
分
野
で
成
果
を
生

み
出
し
た
。

　
そ
れ
で
も
原
子
や
分
子
の

瞬
間
的
な
動
き
を
観
察
す
る

た
め
に
は
強
度
が
足
り
な

い
。
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ａ
は
、
ス
プ

リ
ン
グ
８
の

億
倍
の
強
い

Ｘ
線
の
レ
ー
ザ
ー
を
生
み
出

せ
る
た
め
に
こ
れ
が
可
能
に

な
る
。

　
Ｘ
Ｆ
Ｅ
Ｌ
を
巡
っ
て
は
、

日
米
欧
が
激
し
い
開
発
競
争

を
繰
り
広
げ
て
き
た
。
米
国

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
Ｓ
Ｌ

Ａ
Ｃ
国
立
加
速
器
研
究
所
が

２
０
０
９
年
に
世
界
で
初
め

て
Ｘ
Ｆ
Ｅ
Ｌ
を
実
現
し
た
。

日
本
の
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ａ
が
完
成

し
た
の
は

年
で
後
れ
を
と

っ
た
形
に
な
っ
た
が
、
Ｓ
Ａ

Ｃ
Ｌ
Ａ
は
レ
ー
ザ
ー
性
能
の

高
さ
と
施
設
の
コ
ン
パ
ク
ト

化
を
両
立
し
た
。

　
最
短
波
長
は
米
国
施
設
の

約
半
分
に
当
た
る
０
・

の
Ｘ
線
レ
ー
ザ
ー
の
発
振

に
成
功
し
た
上
、
施
設
の
サ

イ
ズ
は
全
長
７
０
０

で
、

米
国
施
設
の
３
分
の
１
と
な

る
大
幅
な
コ
ン
パ
ク
ト
化
も

実
現
し
た
。
現
時
点
で
Ｘ
Ｆ

Ｅ
Ｌ
施
設
は
米
国
と
日
本
に

あ
る
２
カ
所
だ
け
で
、
欧
州

が
ド
イ
ツ
で
建
設
を
進
め
て

い
る
が
、
こ
の
施
設
と
比
べ

て
も
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ａ
は
コ
ン
パ

ク
ト
だ
。

国
産
化
率

％

　
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ａ
の
建
設
に
は

５
０
０
社
以
上
の
企
業
が
参

画
。
国
産
化
率
は

％
以
上

に
の
ぼ
り
、
日
本
の
最
先
端

技
術
が
集
結
し
て
い
る
。
特

に
、
日
本
版
Ｘ
Ｆ
Ｅ
Ｌ
の
特

徴
で
あ
る
、
高
性
能
か
つ
コ

ン
パ
ク
ト
さ
の
実
現
に
は
、

理
研
と
高
輝
度
光
科
学
研
究

セ
ン
タ
ー
が
各
社
と
協
力

し
、
共
同
開
発
し
た
「
熱
電

子
銃
」
「
Ｃ
バ
ン
ド
加
速

器
」
「
真
空
封
止
型
ア
ン
ジ

ュ
レ
ー
タ
ー
」
が
果
た
し
た

役
割
が
大
き
い
。

　
住
友
重
機
械
工
業
が
理
研

と
と
も
に
開
発
し
た
熱
電
子

銃
は
、
電
子
ビ

ー
ム
を
発
生
す

る
装
置
で
高
品

位
の
ビ
ー
ム
発

生
を
実
現
。
三

菱
重
工
業
な
ど

が
開
発
し
た
Ｃ

バ
ン
ド
加
速
器

は
、
電
子
ビ
ー

ム
を
加
速
す
る

装
置
で
、
従
来

の
Ｓ
バ
ン
ド
加

速
管
に
比
べ
て

加
速
勾
配
を
２

倍
に
増
強
す
る

こ
と
に
成
功
。

真
空
封
止
型
ア

ン
ジ
ュ
レ
ー
タ

ー
は
、
日
立
金

属
な
ど
が
開
発

し
た
。
加
速
し

た
電
子
ビ
ー
ム

を
磁
場
に
通
し
て
強
力
な
Ｘ

線
レ
ー
ザ
ー
を
発
振
す
る
装

置
で
、
磁
石
列
を
真
空
ダ
ク

ト
内
に
封
入
す
る
こ
と
で
低

い
加
速
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
も
波

長
の
短
い
Ｘ
線
レ
ー
ザ
ー
を

発
振
す
る
こ
と
に
成
功
し

た
。

　
こ
の
ほ
か
、
電
子
ビ
ー
ム

を
加
速
す
る
た
め
の
高
周
波

電
力
を
発
生
し
Ｃ
バ
ン
ド
加

速
管
に
投
入
す
る
装
置
「
ク

ラ
イ
ス
ト
ロ
ン
」
は
東
芝
電

子
管
デ
バ
イ
ス
が
開
発
し

た
。
ニ
チ
コ
ン
の
電
源
装

置
、
三
菱
電
機
特
機
シ
ス
テ

ム
の
加
速
器
制
御
装
置
は
Ｓ

Ａ
Ｃ
Ｌ
Ａ
の
安
定
し
た
運
転

を
支
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

構
成
機
器
を
全
長
７
０
０

に
わ
た
っ
て
誤
差
１

以

内
に
据
え
付
け
て
収
容
す
る

建
屋
は
、
鴻
池
組
と
竹
中
工

務
店
に
よ
る
も
の
だ
。

　
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ａ
が
供
用
運
転

を
開
始
し
た
の
は

年
３

月
。
産
業
利
用
も
始
ま
っ
て

お
り
、
同
年

月
に
は
東
芝

が
、
金
属
の
表
面
を
強
化
す

る
レ
ー
ザ
ー
ピ
ー
ニ
ン
グ
処

理
中
の
ア
ル
ミ
合
金
内
部
の

変
化
を
観
察
す
る
こ
と
に
成

功
し
た
と
発
表
し
た
。
Ｓ
Ａ

Ｃ
Ｌ
Ａ
の
高
い
強
度
と
時
間

分
解
能
に
よ
っ
て
観
察
が
可

能
に
な
っ
た
。
今
後
、
さ
ら

に
原
子
レ
ベ
ル
で
反
応
を
解

明
す
る
こ
と
で
、
加
工
プ
ロ

セ
ス
の
最
適
化
や
、
高
強
度

な
材
料
の
設
計
が
可
能
に
な

る
と
い
う
。

　
Ｘ
Ｆ
Ｅ
Ｌ
施
設
は
、
ス
イ

ス
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
韓
国

な
ど
で
も
建
設
計
画
の
検
討

が
進
ん
で
い
る
。
日
本
が
Ｓ

Ａ
Ｃ
Ｌ
Ａ
の
開
発
に
あ
た
っ

て
、
高
性
能
と
コ
ン
パ
ク
ト

化
を
追
求
し
た
の
は
、
Ｘ
Ｆ

Ｅ
Ｌ
を
広
く
普
及
さ
せ
る
こ

と
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
か

ら
だ
。

建
設
費
も
低
減

　
コ
ン
パ
ク
ト
化
は
建
設
コ

ス
ト
の
大
幅
な
低
減
に
つ
な

が
る
。
原
理
的
に
は
Ｓ
Ａ
Ｃ

Ｌ
Ａ
の

分
の
１
の
施
設
サ

イ
ズ
で
も
Ｘ
線
レ
ー
ザ
ー
を

発
振
で
き
る
。
全
長
が
１
０

０

を
切
れ
ば
、
企
業
が
単

独
で
Ｘ
Ｆ
Ｅ
Ｌ
施
設
を
建
設

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い

う
。

　
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ａ
の
開
発
を
ま

と
め
た
理
研
の
石
川
哲
也
放

射
光
科
学
総
合
研
究
セ
ン
タ

ー
長
は
、
「
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ａ
が

で
き
る
ま
で
は
、
米
国
の
施

設
の
よ
う
に
力
ず
く
で
大
き

な
加
速
器
を
建
設
し
て
高
性

能
化
を
図
る
と
い
う
設
計
だ

っ
た
。
し
か
し
、
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｌ

Ａ
が
実
現
し
た
こ
と
で
、
Ｘ

Ｆ
Ｅ
Ｌ
は
従
来
の
よ
う
に
大

金
を
か
け
て
大
型
に
し
て
作

る
も
の
で
は
な
く
、
コ
ン
パ

ク
ト
に
作
る
も
の
だ
と
い
う

潮
流
が
世
界
で
定
着
し
つ
つ

あ
る
」
と
指
摘
す
る
。

　
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ａ
は
こ
れ
ま
で

捉
え
ら
れ
な
か
っ
た
世
界
に

光
を
当
て
る
。
１
０
０

秒

以
下
と
い
う
瞬
時
の
光
を
用

い
れ
ば
、
物
質
の
化
学
反
応

や
吸
着
反
応
で
の
電
子
や
原

子
の
超
高
速
な
挙
動
を
観
察

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
細
胞

を
原
子
レ
ベ
ル
ま
で
生
き
た

ま
ま
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
観
察

で
き
る
ほ
か
、
生
体
内
で
重

要
な
機
能
を
担
っ
て
い
る
ナ

ノ
ス
ケ
ー
ル
の
微
小
マ
シ
ン

の
働
き
を
解
明
す
る
と
い
っ

た
こ
と
も
現
実
に
な
る
可
能

性
が
あ
る
。
医
薬
品
の
開
発

で
要
と
な
る
た
ん
ぱ
く
質
の

構
造
を
簡
単
に
調
べ
る
こ
と

も
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
Ｘ

Ｆ
Ｅ
Ｌ
が
広
く
普
及
す
る
こ

と
で
、
世
界
各
地
か
ら
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
み
出
さ
れ

る
か
も
し
れ
な
い
。


